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令和７年第２回足寄町議会定例会議事録（第１号） 

令和７年６月３日（火曜日）     

 

◎出席議員（１３名） 

   １番 早瀬川   恵 君  ２番 井 脇 昌 美 君 

   ３番 榊 原 深 雪 君  ４番 矢 野 利惠子 君 

   ５番 田 利 正 文 君  ６番 髙 橋 健 一 君 

   ７番 木 村 明 雄 君  ８番 細 川   勉 君 

   ９番 川 上 修 一 君 １０番 進 藤 晴 子 君 

  １１番 多治見 亮 一 君 １２番 二 川   靖 君 

  １３番 髙 橋 秀 樹 君 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足 寄 町 長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   東海林 弘 哉 君 

足寄町農業委員会会長   松 田 博 幸 君 

足 寄 町 代 表 監 査 委 員   川 村 浩 昭 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副 町 長   丸 山 晃 徳 君 

総 務 課 長   佐々木 康 仁 君 

ま ち づ く り 推 進 課 長   赤 間 恵 一 君 

こ ど も ・ 健 康 課 長   石 川 建 祐 君 

高 齢 者 支 援 課 長   林   俊 英 君 

住 民 ・ 出 納 課 長   金 澤 眞 澄 君 

農 林 課 長   加 藤 勝 廣 君 

建 設 課 長   森 岡 彰 寿 君 

国民健康保険病院事務長   原 田 慎 一 君 

消 防 課 長   大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会委員長の委任を受けて説明のため出席した者 

教 育 次 長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農業委員会事務局主査   留 田 篤 史 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事 務 局 長   角 野 慎 一 君 

事 務 局 次 長   飯 野 真 有 君 

総 務 担 当 主 査   遠 藤 浩 一 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  会議録署名議員の指名＜Ｐ３＞ 

 日程第 ２  会期の決定＜Ｐ３～Ｐ４＞ 

 日程第 ３  諸般の報告（議長）＜Ｐ４＞ 

 日程第 ４  行政報告（町長・教育長）＜Ｐ４～Ｐ７＞ 

 日程第 ５  報 告 第 ７ 号 繰越明許費繰越計算書について（一般会計）＜Ｐ７＞ 

 日程第 ６  報 告 第 ８ 号 事故繰越し繰越計算書について（一般会計）＜Ｐ８＞ 

日程第 ７  報 告 第 ９ 号 予定価格１，０００万円以上の工事又は製造の請負契約の 

締結について＜Ｐ８＞ 

 日程第 ８  議案第６７号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

＜Ｐ８～Ｐ１０＞ 

 日程第 ９  議案第６８号 足寄町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正 

する条例＜Ｐ１０～Ｐ１１＞ 

 日程第１０  議案第６９号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例＜Ｐ 

１１～Ｐ１２＞ 

 日程第１１  議案第７０号 足寄町特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関す 

る条例の一部を改正する条例＜Ｐ１２～Ｐ１３＞ 

 日程第１２  議案第７１号 足寄町税条例の一部を改正する条例＜Ｐ１３～Ｐ１４＞ 

 日程第１３  議案第７２号 平成１０年７月９日１０日・８月２８日の大雨災害による 

被災者に対する町民税の減免に関する条例及び平成１０年 

７月９日１０日・８月２８日の大雨災害による被災者に対 

する国民健康保険税の減免に関する条例を廃止する条例＜ 

Ｐ１５～Ｐ１６＞ 

 日程第１４  議案第７３号 足寄町立特別養護老人ホーム設置条例の一部を改正する条 

例＜Ｐ１６～Ｐ１７＞ 

 日程第１５  議案第７４号 足寄町デイサービスセンター設置及び管理に関する条例の 

制定について＜Ｐ１７～Ｐ１８＞ 

 日程第１６  議案第７５号 足寄町障害者地域生活支援事業条例の一部を改正する条例 

＜Ｐ１８～Ｐ１９＞ 

 日程第１７  請 願 第 ２ 号 国内農業を犠牲としない日米関税交渉などを求める請願書 

＜Ｐ１９～Ｐ２０＞ 

 日程第１８  意見書案第２号 地方財政の充実・強化に関する意見書＜Ｐ２０＞ 

 日程第１９  意見書案第３号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元など教 

育予算拡充とゆたかな学びを求める意見書＜Ｐ２０＞ 

 日程第２０  意見書案第４号 従来の健康保険証の廃止を撤回し、発行再開と継続を求め 

る意見書＜Ｐ２０＞ 
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午前１０時００分 開会 

 

◎ 開会宣告 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の出席であり

ます。 

 ただいまから、令和７年第２回足寄町議

会定例会を開会いたします。 

 

◎ 開議宣告 

○議長（髙橋秀樹君） これから、本日の

会議を開きます。 

この際、報告をいたします。 

町長から提出された、議案第７５号足寄

町障害者地域生活支援事業条例の一部を改

正する条例の議案中、一部に誤りがあり、

文書をもって議長あてに申出がありました

ので、本件につきましては、さよう差し替

えることを、ご了承願います。 

ここで、暫時休憩いたします。 

午前１０時０１分 休憩 

午前１０時０６分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開します。 

本日の議事日程は御手元に配付のとおり

です。 

 

◎ 会議録署名議員の指名 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、足寄町議会総合条例

第１８４条の規定によって、２番井脇昌美

君、３番榊原深雪君を指名いたします。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（髙橋秀樹君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 

議会運営委員会委員長 進藤晴子君。 

○議会運営委員会委員長（進藤晴子君） 

昨日、及び本日開催されました、第２回定

例会に伴う議会運営委員会の協議の結果を

報告いたします。 

会期は、本日６月３日から６月１８日ま

での１６日間とし、このうち、４日から１

５日までの１２日間は休会となります。 

次に、審議予定について報告いたしま

す。 

本日６月３日は、最初に議長の諸般の報

告を行います。 

次に、町長からの行政報告を受けます。 

次に、教育長からの行政報告を受けま

す。 

次に、議案等の審議方法について申し上

げます。 

最初に、報告第７号から報告第９号の報

告を受けた後、議案第６７号から議案第７

３号までと議案第７５号を即決で審議いた

します。 

議案第７４号については、文教厚生常任

委員会へ付託し、会期中の委員会審査とい

たします。 

次に、請願第２号については、総務産業

常任委員会へ付託し、会期中の委員会審査

といたします。 

次に、意見書案第２号については、総務

産業常任委員会へ、意見書案第３号、及び

意見書案第４号については文教厚生常任委

員会へ付託し、会期中の委員会審査といた

します。 

１６日は、一般質問を行います。 

１７日以降の審議予定については、一般

質問者の人数などにより流動的であります

ので、今後の議会運営委員会において協議

し、皆様に御報告いたしますので、御了承

願います。 

なお、議案第７６号から議案第８３号ま

での補正予算案は、後日、提案説明を受け

た後、即決で審議いたします。 

以上で、議会運営委員会の協議の結果の

報告を終わらせていただきます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 

◎ 会期決定の件 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第２ 会期決
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定の件を議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から６月１８日

までの１６日間にしたいと思います。 

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、会期は本日から６月１８日

までの１６日間に決定いたしました。 

なお、１６日間のうち、４日から１５日

までの１２日間は休会としたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

よって、１２日間は休会に決定いたしま

した。 

なお、今定例会における一般質問通告書

の提出期限は、６月５日木曜日の午後４時

まででありますので、よろしくお願いいた

します。 

 

◎ 諸般の報告 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第３ 諸般の

報告を行います。 

議長の報告事項は印刷してお手元に配付

のとおりです。 

これで、諸般の報告を終わります。 

 

◎ 行政報告 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第４ 行政報

告を行います。 

町長から行政報告の申出がありましたの

で、これを許します。 

町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂

きましたので、３件の行政報告を申し上げ

ます。 

まず、足寄町の地域版総合戦略である、

「第３期足寄町創生総合戦略」を令和７年

３月に策定しましたので、御報告いたしま

す。 

地方版総合戦略とは、まち・ひと・しご

と創生法第９条及び第１０条に基づき、国

の総合戦略を勘案し、都道府県、及び市町

村が策定するよう努めなければならないこ

ととされているもので、この間、足寄町で

は平成２７年度から令和元年度までを計画

期間とした、「第１期足寄町まち・ひと・

しごと創生総合戦略」、令和２年度から令

和６年度までを計画期間とした、「第２期

足寄町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

を策定し、地方創生に向けた取組を進めて

きたところです。 

国はこれまでの地方創生の取組にデジタ

ルの力を活用して社会課題の解決や魅力向

上を図るため、令和４年１２月にまち・ひ

と・しごと創生総合戦略を抜本的に改定し、

令和５年度から令和９年度までを計画期間

とする新たな総合戦略、「デジタル田園都

市国家構想総合戦略」を策定しました。 

本町におきましても、人口減少や少子化

が進む中で、この地で暮らすことに幸せを

感じられるまちを維持していくため、これ

までの総合戦略の「目指すまちの姿」や

「まちづくりの理念」を継承しつつ、デジ

タルの力を活用し、人口減少の克服と地域

経済の活性化に取り組む総合戦略として、

令和７年度から令和１１年度を計画期間と

する「第３期足寄町創生総合戦略」を別冊

のとおり策定いたしました。 

最初に、人口ビジョンについて御説明い

たします。 

本町では、少子高齢化により人口減少は

避けて通れない状況になっていることから、

人口減少カーブを少しでも緩やかにするた

めに、出生率の上昇につながる環境整備と、

特に若者の転出を抑える施策に取り組むこ

とが必要と考えています。 

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）

が令和２年国勢調査結果を基に令和５年に

行った推計では、２０５０年の本町の人口

は３，７５９人、高齢化率は４０.３％に
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なると示されています。 

しかし、本総合戦略の各種施策等による

効果が着実に反映され、合計特殊出生率等

が目標値まで改善できれば、社人研の推計

と比較して約５００人の施策効果が見込ま

れ、２０５０年の人口は４，２８９人、高

齢化率が３８.９％まで改善すると推計し

ています。 

次に、基本目標等について御説明いたし

ます。 

総合戦略では、人口減少を少しでも食い

とめようとする施策の基本的な方向性と、

具体的な内容等をまとめています。 

基本目標１「若い世代を中心とした安心

して働くための産業振興と雇用の場の創出」

では、「ふるさと納税特産品の充実」「体験

型観光商品開発」「観光拠点整備」「店舗等

の改修費支援」「農業・林業担い手育成支

援」「小規模事業者の事業継続支援」「企業

立地の促進」などの事業の更なる充実を図

るとともに、地域おこし協力隊や集落支援

員等による地域活性化・情報発信の充実も

図ってまいります。 

基本目標２「若い世代が希望に応じて結

婚、出産、子育て、働き方ができる環境づ

くり」では、「健やか妊娠支援事業」「妊産

婦安心出産支援事業」「子育て応援出産祝

い金贈呈事業」「保育料完全無償化事業」

「学校給食費無償化事業」「足寄高校魅力

化事業」などを継続していくとともに、次

世代を担う子供たちの豊かな人間性を育む

ため、文化・スポーツに親しむ事業を推進

してまいります。 

基本目標３「各地域における定住促進、

農山村を初めとした地域における日常生活

の機能維持及び地域ネットワークの構築」

では、「移住施策の充実」「町の魅力を積極

的にＰＲ」「交通ネットワークの充実」等

を継続していくほか、自治体ＤＸの推進と

して行政手続などのデジタル化により町民

の利便性を図るとともに、誰もがデジタル

化の恩恵を受けられる社会の実現を目指し

た取組を進めてまいります。 

最後に推進体制等について御説明いたし

ます。 

それぞれの基本目標には、取組の推進状

況を測定するための「重要業績評価指標」

を設定し、関係団体と連携しながら具体的

な取組を進めてまいります。 

また、産業界、教育、行政、金融、労働

団体やメディアの方々により構成する「足

寄町創生総合戦略効果検証部会」を毎年度

開催し、施策の進捗状況をご説明させてい

ただき、寄せられましたご意見を参考に必

要な施策の追加や見直し、取組の重点化、

新たな方策への転換等、柔軟かつ迅速に総

合戦略の見直しを行いたいと考えています。 

地方創生を着実に推進するためには地方

財政の充実が不可欠であることから、総合

戦略に位置づけた事業に活用する、企業版

ふるさと納税の獲得に向けて積極的に取り

組むとともに、人口減少対策に幅広く使え

る新しい地方経済、生活環境創生交付金活

用の検討、安定的な財政運営のための地方

交付税の確保等を、国をはじめとした関係

機関に要望しながら、引き続き議会の皆様

とともに足寄町の地方創生を着実に進めて

まいりたいと考えておりますので、ご理解

とご協力を賜りますようお願いを申し上げ、

御報告といたします。 

次に、令和７年度から令和１７年度まで

の１１年間を計画期間とした、第三次足寄

町健康づくり計画、及び令和７年度から令

和１１年度までの５か年を計画期間とする、

第３期足寄町子ども・子育て支援事業計画

を別冊のとおり策定しましたので、御報告

いたします。 

国において「健康日本２１」が改定され、

「全ての国民が健やかで心豊かに生活でき

る持続可能な社会の実現」をビジョンに掲

げ、①健康寿命の延伸・健康格差の縮小、

②個人の行動と健康状態の改善、③社会環

境の質の向上、④ライフコースアプローチ

を踏まえた健康づくりの四つを、基本的な
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方向として推進することとしています。 

本町としても、この方向性を勘案し、本

町の地域特性や住民ニーズに合わせ、健康

で活力あるまちづくりを進め、住民の健康

と幸福を促進するために、「第三次足寄町

健康づくり計画」を策定しました。 

なお、これまで健康づくり計画の別冊と

して策定していた食育基本計画、自殺対策

行動計画については、本計画と一体のもの

として策定しています。 

今後は、この計画で策定した目標を達成

するため、定期的に進捗状況を評価し、必

要に応じて見直しを行いながら、持続可能

な健康づくりを推進してまいります。 

次に、「第３期足寄町子ども・子育て支

援事業計画」は、子ども・子育て支援法に

基づき策定したもので、令和２年度から令

和６年度を計画期間とした第２期計画を基

本に、法律や制度の見直しに対応するとと

もに、本町における取組の進行状況や課題

を整理し、策定しました。 

本計画の概要ですが、本町の子育て支援

の取組を一層充実させるため、第２期計画

の基本理念、基本目標は継続し、「子育て

の喜びを感じ合い、ともに育ちあえるま

ち・足寄町」を基本理念に、四つの基本目

標として①地域における子育てへの支援、

②子どもにとって良質な教育・保育の提供、

③全ての子どもの育ちを支える環境の整備、

④仕事と子育ての両立の推進を掲げ、施策

の展開を図ってまいります。 

また、事業計画における教育・保育の量

の見込み、地域子ども・子育て支援事業の

量の見込み等につきましては、本町に居住

する就学前児童の保護者に実施したニーズ

調査や、これまでの保育等サービスの実績

等を参考として、また、足寄町子ども・子

育て会議委員のご意見等も踏まえ、目標数

値を設定しています。 

本計画の推進につきましては、行政のみ

ならず、教育・保育施設関係者、小学校、

その他子育て関連機関、団体等と連携を図

るとともに、計画の進行管理は足寄町子ど

も・子育て会議を開催し、点検、評価を

行ってまいりますので、ご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げ、御報告とい

たします。 

次に、十勝市町村税滞納整理機構におけ

る令和６年度の実績が取りまとめられまし

たので御報告いたします。 

まず、十勝市町村全体の実績ですが、滞

納事案２３６件、滞納額２億１，４８４万

９，０００円の引継ぎに対して、延滞金を

含めた収納額は１億１，０９３万７，００

０円、収納率は５１.６３％となり、前年

比１９.５２ポイントの増となりました。 

収納額、収納率、いずれも前年実績を大

きく上回る結果となりましたが、捜索を含

めた滞納処分件数の増加が大きな要因と考

えています。 

次に本町の実績ですが、引継ぎ件数は５

件、滞納額１６６万４，０００円に対して、

延滞金を含めた収納額は１６４万６，００

０円、収納率は９８.９７％となり、前年

比、２６.０３ポイントの増となりました。 

また、事前予告通知による効果額は８１

万３，０００円で、収納実績額と合わせた

総額は２４５万９，０００円となり、本町

が負担する分担金６８万４，０００円を差

し引いた費用対効果額は、１７７万５，０

００円の実績となりました。 

発足から１８年間における本町の引継ぎ

件数は延べ１５７件で、収納額は４，１３

９万円の実績となっており、滞納整理機構

への引継ぎの宣伝効果もあって、町税全体

の収納率も高い水準を維持しています。 

なお、令和７年度におきましては、新規

事案６件、滞納税額、９６万円を引き継い

でいます。 

十勝市町村税滞納整理機構は、滞納整理

に関する高度な専門知識や手法を有してお

り、各市町村での対応が困難な者に対して

も高い収納率を上げています。 

今後におきましても、適切に納税されて
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いる方々との不公平感をなくすため、十勝

一丸となった取組を進めてまいりますので、

御理解を賜りますようお願いを申し上げ、

御報告といたします。 

以上、３件の行政報告といたします。 

○議長（髙橋秀樹君） 次に、教育委員会

から教育委員会行政報告の申出がありまし

たので、これを許します。 

教育長 東海林弘哉君。 

○教育長（東海林弘哉君） 議長のお許し

を頂きましたので、新国際交流員の招へい

について御報告いたします。 

本町では、町民の国際理解の推進や姉妹

都市カナダアルバータ州ウェタスキウィン

市との交流促進を図ることを目的に、外国

青年招へいに関する要綱に基づき、平成４

年度から国際交流員を招へいしております。 

第１７代国際交流員トーマス・クリス

ティ氏につきましては、令和６年７月に着

任以来、小中学校での国際理解教育や足寄

高校での英語教育の推進に尽力されたほか、

学校外でも小学生や保育園児を対象とした

子供向け外国語活動の「ペピー・キッズ」

の実施や、町のイベントへの参加等で活躍

頂きました。 

本年６月をもって雇用契約期間が満了と

なることから、ウェタスキウィン・足寄友

好協会より後任を推薦頂き、ウェタスキ

ウィン市出身のブリアーナ・ラヴィーナ氏

（２４歳／女性）を新たな国際交流員とし

て招へいすることといたしました。 

ラヴィーナ氏は、カナダのマキューウィ

ン大学にて社会学や犯罪学を学び、現在は

エドモントンにて受刑者に対応するケース

ワーカーとして働いております。 

ラヴィーナ氏の家族は、足寄高校生海外

研修派遣事業において継続して生徒を受け

入れているほか、過去に足寄高校からウェ

タスキウィン市へ留学した生徒のホスト

ファミリーを務めるなど、姉妹都市交流に

積極的に携わってこられました。 

今後は、第１６代国際交流員カミール・

エスペリータ氏とラヴィーナ氏の２名体制

で、引き続き学校における国際理解教育や

英語教育の推進、並びに地域における国際

交流の振興をより一層図ってまいりたいと

考えておりますので、御理解を賜りますよ

うお願い申し上げ、御報告といたします。 

 

◎ 報告第７号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第５ 報告第

７号繰越明許費繰越計算書について（一般

会計）の件を議題とします。 

本件について、報告を求めます。 

総務課長 佐々木康仁君。 

○総務課長（佐々木康仁君） 議案書の１

ページをお願いいたします。 

ただいま議題となりました、報告第７号

繰越明許費繰越し計算書について御説明を

申し上げます。 

令和６年度足寄町一般会計予算の繰越明

許費は、別紙のとおり翌年度に繰越しまし

たので、地方自治法施行令第１４６条第２

項の規定により御報告するものでございま

す。 

これまでに予算議決を頂きました、伴走

型相談支援及び出産・子育て応援給付金等

一体的実施事業のほか、四つの事業につき

まして、２ページに別紙として添付してお

ります計算書のとおりそれぞれ繰越額が確

定いたしましたので御報告いたします。 

翌年度への繰越額は、５事業合わせまし

て４，３３６万５，０００円でございます。 

以上のとおり御報告申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、総務課

長からの報告を終わります。 

ただいまの報告に対し、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、質疑を終わります。 

これをもって、報告を終わります。 
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◎ 報告第８号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第６ 報告第

８号事故繰越し繰越計算書について（一般

会計）の件を議題とします。 

本件について、報告を求めます。 

総務課長 佐々木康仁君。 

○総務課長（佐々木康仁君） 議案書の３

ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、報告第８号

事故繰越し繰越計算書について、御説明を

申し上げます。 

令和６年度足寄町一般会計予算の事故繰

越は、別紙のとおり翌年度に繰越しました

ので、地方自治法施行令第１５０条第３項

の規定により御報告をするものでございま

す。 

４ページを御覧ください。 

別紙といたしまして添付しています計算

書のとおり、第２款総務費、第１項総務管

理費、地域活性化推進事業の住環境・店舗

等整備補助金におきまして改修工事１件、

第６款農林水産業費、第１項農業費、農業

担い手育成支援事業の経営継承・発展等支

援事業補助金１件と、足寄和牛生産基盤強

化プロジェクト補助金１件におきまして、

年度内に事業完了することが困難となった

ため、事故繰越を行ったものでございます。 

翌年度への繰越額は３事業合わせまして

１８２万７，０００円でございます。 

以上のとおり御報告申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて総務課長

からの報告を終わります。 

ただいまの報告に対し、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで質疑を終わります。 

これをもって、報告を終わります。 

 

◎ 報告第９号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第７ 報告第

９号予定価格１，０００万円以上の工事又

は製造の請負契約の締結についての件を議

題とします。 

本件について、報告を求めます。 

総務課長 佐々木康仁君。 

○総務課長（佐々木康仁君） 議案書の５

ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、報告第９号

予定価格１，０００万円以上の工事又は製

造の請負契約の締結について御説明を申し

上げます。 

足寄町議会総合条例第１２条第１項の規

定により、次のとおり御報告するものでご

ざいます。 

６ページの別紙を御覧ください。 

令和７年２月１１日から令和７年５月１

９日までの間で、足寄町議会総合条例第１

２条第１項の規定により御報告する工事、

または製造の請負は２件でございます。 

以上のとおり報告を申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて総務課長

からの報告を終わります。 

ただいまの報告に対し、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで質疑を終わります。 

これをもって、報告を終わります。 

 

◎ 議案第６７号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第８ 議案第

６７号辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の一部変更についての件を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

総務課長 佐々木康仁君。 

○総務課長（佐々木康仁君） 議案書７

ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第６７

号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

一部変更について、提案理由の御説明を申
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し上げます。 

辺地に係る公共的施設の総合整備のため

の財政上の特別措置等に関する法律第３条

第８項において準用する同条第１項の規定

に基づき、愛冠辺地、中足寄辺地、大誉地

辺地、茂足寄辺地、芽登辺地に係る公共的

施設の総合整備計画の一部を変更するもの

で、財源として辺地対策事業債を活用予定

の事業につきまして計画内容に一部変更が

生じましたので、議会の議決をお願いする

ものでございます。 

計画の一部変更の概要につきましては、

８ページ以降に別紙として添付しておりま

す、総合整備計画書により御説明をいたし

ます。 

下線表示部が追加、あるいは変更箇所で

ございます。 

まず８ページを御覧ください。 

愛冠辺地でございますが、計画書の２公

共的施設の整備を必要とする事情につきま

して、飲用水供給施設を新たに追加するも

のでございます。 

次に３公共的施設の整備計画を御覧くだ

さい。 

飲用水供給施設としては鷲府営農用水施

設計装装置・遠隔監視システム更新事業を

追加するもので、事業費は６０３万２，０

００円で、辺地対策事業債の予定額は６０

０万円でございます。 

事業の追加に伴い、事業費等の合計額は

括弧内のとおり変更となっています。 

整備計画期間は令和３年度から令和７年

度までの５か年でございます。 

１０ページを御覧ください。 

中足寄辺地でございますが、１１ページ

の計画書の３公共的施設の整備計画内訳を

御覧ください。 

飲用水供給施設といたしまして、道営水

利施設等保全高度化事業の事業費等の変更

を行い、事業費は１億２，９３６万６，０

００円、辺地対策事業債の予定額を１億２，

９１０万円にするものでございます。 

事業の追加に伴い、事業費等の合計額は

括弧内のとおり変更となっております。 

整備計画期間は令和３年度から令和７年

度までの５か年となっております。 

次に、１２ページを御覧ください。 

大誉地辺地でございますが、計画書の２

公共的施設の整備を必要とする事情につき

まして、飲用水供給施設といたしまして、

営農用水道水道管敷設替事業を追加するも

のです。 

１４ページの３公共的施設の整備計画内

訳を御覧ください。 

飲用水供給施設の営農用水道水道管敷設

替事業の事業費は３，４３７万７，０００

円で、辺地対策事業債の予定額は３，４３

０万円でございます。 

また、消防ポンプ自動車更新事業の事業

費等の変更も行い、事業費を３，６６９万

６，０００円とし、辺地対策事業債の予定

額を３，３６０万円にするものでございま

す。 

事業の追加、及び事業費の変更に伴い、

事業費等の合計額につきましても括弧内の

とおり変更となっております。 

整備計画の期間は令和５年度から令和９

年度までの５か年でございます。 

続きまして１６ページを御覧ください。 

茂足寄辺地でございますが、１８ページ

の計画書の３公共的施設の整備計画内訳を

御覧ください。 

飲用水供給施設におきまして、上足寄地

区計装装置・遠隔監視システム更新事業の

事業費等の変更を行い、事業費は６６２万

２，０００円、辺地対策事業債の予定額は

６６０万円に変更するものでございます。 

事業費の変更に伴い、事業費等の合計額

につきましても括弧内のとおり変更となっ

ております。 

整備計画の期間は令和５年度から令和９

年度までの５か年間でございます。 

次に、２０ページをお願いいたします。 

芽登辺地でございますが、２公共的施設
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の整備を必要とする事情につきまして、飲

用水供給施設２事業、及び消防施設を追加

し、市町村道・橋りょう１事業、飲用水供

給施設１事業の事業費等の変更を行うもの

でございます。 

２２ページ、３公共的施設の整備計画内

訳を御覧ください。 

市町村道・橋りょうといたしまして、橋

梁長寿命化修繕事業の事業費の変更を行い、

事業費は６，５１６万４，０００円とし、

辺地対策事業債の予定額を２，７１０万円

に、飲用水供給施設の道営水利施設等保全

高度化事業も事業費の変更を行い、事業費

は２億４，９８７万８，０００円とし、辺

地対策事業債の予定額を２億４，８５０万

円に変更いたします。 

追加事業では、飲用水供給施設の営農用

水道水道管敷設替事業の事業費は３２８万

９，０００円、辺地対策事業債の予定額は

３２０万円でございます。 

営農用水道計装装置更新事業につきまし

ては、事業費は９８３万１，０００円、辺

地対策事業債の予定額は９８０万円でござ

います。 

消防施設の消防ポンプ自動車更新事業の

事業費は３，７６４万２，０００円、辺地

対策事業債の予定額は３，４６０万円でご

ざいます。 

事業の追加に伴い、事業費等の合計額に

つきましても括弧内のとおり変更となって

ございます。 

整備計画の期間は令和４年度から令和８

年度までの５か年でございます。 

なお、本計画の変更にあたりまして、議

会提案前に必要な北海道との協議を行って

おります。４月２５日付けで北海道知事か

ら計画変更の内容に異議がないとの回答を

頂いているところでございます。 

以上で提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これから、質疑を

行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第６７号辺地に係る公共

的施設の総合整備計画の一部変更について

の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって議案第６７号辺地に係る公共

的施設の総合整備計画の一部変更について

の件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎ 議案第６８号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第９ 議案第

６８号足寄町職員の勤務時間、休暇等に関

する条例の一部を改正する条例の件を議題

とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

総務課長 佐々木康仁君。 

○総務課長（佐々木康仁君） ２５ページ

をお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第６８

号足寄町職員の勤務時間、休暇等に関する

条例の一部を改正する条例について、提案

理由の御説明を申し上げます。 

本条例は、仕事と生活の両立支援の拡充

において妊娠・出産等についての申出をし

た職員等に対する意向確認等の措置につい

て、地方公務員の育児休業等に関する法律
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が一部改正されたことに伴い、改正を行う

ものでございます。 

２５ページの改め文の朗読は省略をさせ

ていただきまして、新旧対照表で御説明を

させていただきますので、２８ページ、２

９ページを御覧ください。 

主な改正内容について申し上げます。 

まず、第１８条の３を第１８条の４とし、

第１８条の２第１項中、「申告、請求又は

申出」を「請求等」に改め、同条を第１８

条の３とし、第１８条の次に次の１条を加

えるものでございます。 

新たに加えられた第１８条の２第１項に

おきまして、職員本人またはその配偶者が

妊娠出産したこと等について申出をした職

員に対し、仕事と育児との両立に資する制

度、または措置である「出生時両立支援制

度等」を周知するとともに、その申告又は

申出に係る申出職員の意向確認をする等の

規定をしております。 

同条の２第２項におきましては、３歳に

満たない子を養育する職員に対し、「育児

期両立支援制度等」の事項の周知とその請

求等に係る対象職員の意向を確認する等を

規定しております。 

また、同条の２第３項におきまして、意

向を確認した事項の取扱いに当たりまして

は、その当該意向に配慮しなければならな

いと規定しております。 

２６ページにお戻りください。 

附則の第１条におきまして、この条例は

令和７年１０月１日から施行することとし、

第２条では経過措置について規定しており

ます。 

以上で、提案理由の御説明とさせていた

だきますので、御審議賜りますようよろし

くお願いを申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第６８号足寄町職員の勤

務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第６８号足寄町職員の

勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例の件は、原案のとおり可決され

ました。 

 

◎ 議案第６９号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１０ 議案

第６９号職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例の件を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

総務課長 佐々木康仁君。 

○総務課長（佐々木康仁君） ３１ページ

をお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第６９

号職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例について、提案理由の御説明

を申し上げます。 

本条例は、仕事と生活の両立支援の拡充

において、育児時間の多様化に係る関係機

関の整備について、地方公務員の育児休業

等に関する法律が一部改正されたのに伴い、

改正を行うものでございます。 

３１ページの改め文の朗読は省略をさせ

ていただきまして、新旧対照表で御説明を
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させていただきますので、３４ページをお

願いいたします。 

まず第１条による改正は、第１９条に条

文を加えたことによる改正でございます。 

第１９条による改正は、同条第２号中

「日数及び勤務日ごとの勤務時間」を「日

数」に、「（以下「定年前再任用短時間勤務

職員等」という。）を除く」を「を除く。

次条において同じ。」に改めるものでござ

います。 

第２０条では、見出し及び条文中の「部

分休業」を「第１号部分休業」に改め、現

行の１日につき２時間を超えない範囲内で

の部分休業の取得を規定し、新たに同条の

次に、４条を加えております。 

新たに加えた、第２０条の２から第２０

条の５におきましては、新たに設けられた

第２号部分休業について規定しております。 

第２号部分休業の承認は１時間を単位と

して行うもので、１日単位での取得も可能

となり、１年につき条例で定める時間、７

７時間３０分を超えない範囲内での取得が

可能となります。 

当該職員は、第１号部分休業か第２号部

分休業のいずれかを選択することが可能と

なり、同条の５で規定する特別な事情が生

じた場合は、形態の変更も可能となります。 

第２１条及び第２２条の改正は、第２号

部分休業を設けたことによる条文の改正に

よるものでございます。 

３２ページにお戻りください。 

附則の第１条におきまして、この条例は

令和７年１０月１日から施行することとし、

第２条では経過措置について規定してござ

います。 

以上で提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議賜りますようよろしくお

願いを申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって提案

理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

４番矢野利惠子君。 

○４番（矢野利惠子君） ３７ページの上

から１０行目の（１）、非常勤職員以外の

職員っていうふうに表現されているんです

けど、要するに正職員のことですよね。 

こんな否定形じゃなくて、正職員という

形でもっと分かりやすい表現にすることは

できなかったのかなということを、ちょっ

とお尋ねしたいと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（佐々木康仁君） この条文に

つきましては、地方公務員の休業等に関す

る法律の改正に基づいて行っているもので

すから、その条文を引用させていただいて

いるところでございます。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第６９号職員の育児休業

等に関する条例の一部を改正する条例の件

を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第６９号職員の育児休

業等に関する条例の一部を改正する条例の

件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎ 議案第７０号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１１ 議案

第７０号足寄町特別職の職員の給与並びに
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旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例の件を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

総務課長 佐々木康仁君。 

○総務課長（佐々木康仁君） ３９ページ

をお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第７０

号足寄町特別職の職員の給与並びに旅費及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例について提案理由の御説明を申し上げ

ます。 

改正の理由は、令和７年足寄町議会第１

回定例会におきまして行政報告いたしまし

た、令和２年度から令和６年度にかけて、

旧足寄西中学校の校舎と校舎敷地運動用地

を十勝ペレット協同組合に議会の議決を経

ずに無償貸付けを行ったことに対し、足寄

町特別職の職員の給与並びに旅費及び費用

弁償に関する条例の一部を次のように改正

し、町長及び副町長の給料を減額するもの

でございます。 

改正内容について御説明をいたします。 

足寄町特別職の職員の給与並びに旅費及

び費用弁償に関する条例の一部を次のよう

に改正し、附則に次の２項を加えるもので

ございます。 

第２５項といたしまして、令和７年７月

１日から令和７年７月３１日までの間に限

り、町長に支給する給与については、別表

第１（第３条関係）に掲げる額に１００分

の９０を乗じて得た額とし、第２６項とし

て、令和７年７月１日から令和７年７月３

１日までの間に限り、副町長に支給する給

与については別表第１（第３条関係）に掲

げる額に１００分の９５を乗じて得た額と

するものでございます。 

附則といたしまして、この条例は令和７

年７月１日から施行することとしておりま

す。 

以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これから、質疑を

行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで討論を終わります。 

○議長（髙橋秀樹君） これから、議案第

７０号足寄町特別職の職員の給与並びに旅

費及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 少々お待ちくださ

い。 

１番から３番まで、４番を除いて５番か

ら１２番まで起立です。 

賛成多数です。 

したがって、議案第７０号足寄町特別職

の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例の件は、原

案のとおり可決されました。 

ここで暫時休憩をいたします。 

午前１１時００分 休憩 

午前１１時１０分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

 

◎ 議案第７１号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１２ 議案

第７１号足寄町税条例の一部を改正する条

例の件を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま
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す。 

住民・出納課長 金澤眞澄君。 

○住民・出納課長（金澤眞澄君） 議案書

４１ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第７１

号足寄町税条例の一部を改正する条例につ

きまして、提案理由の御説明を申し上げま

す。 

このたびの改正は、地方税法及び地方税

法施行令並びに国有資産等所在市町村交付

金法施行令、地方税法施行規則の一部の改

正がされ、令和７年４月１日から施行され

たことに伴い、税条例の一部を改正するも

のでございます。 

法律等の改正に合わせ、所要の規定の整

備を行うものであるため、改正規定の朗読

は省略させていただき、主要な改正点につ

いて新旧対照表により御説明させていただ

きます。 

４４ページ、４５ページをお開き願いま

す。 

第１８条の改正は、公示送達の方法につ

いて省令改正に合わせて、インターネット

を用いる方法について規定するものです。 

なお、現段階で当町においてはインター

ネットを用いた具体的な方法について検討

中であり、今後の状況を見ながら整備する

予定でいます。 

第３４条の２及び第３６条の２４６ペー

ジ、４７ページに移りまして、第３６条の

３の２、第３６条の３の３の改正は、令和

８年度以後の町民税における特定親族特別

控除の創設に伴い、年齢１９歳以上２３歳

未満の大学生世代の子等の特定親族に新た

に所得控除を行うことから、関連する規定

を整備するものでございます。 

４９ページをお願いします。 

附則第１６条の２の２におきましては、

加熱式たばこに係るたばこ税の標準課税に

ついて、国のたばこ税における見直しに伴

い、一本当たりの税額を紙巻きたばこと同

等とするため、２段階に分けて関連する規

定の整備を行うものでございます。 

その他の改正につきましては、字句の整

理でございますのでお読み取り願います。 

４２ページにお戻りください。 

附則としまして、第１条で施行期日につ

いて規定しており、新条例は公布の日から

施行いたしますが、町民税の規定について

は令和８年１月１日から、たばこ税の規定

については令和８年４月１日から、公示送

達の規定については、地方税法等の一部を

改正する法律附則第１条第１２号に掲げる

規定の期日としております。 

第２条、及び第３条、第４条においては

経過措置について規定しております。 

以上で本条例の改正に関する提案理由の

説明とさせていただきますので、御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これから、質疑を

行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第７１号足寄町税条例の

一部を改正する条例の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第７１号足寄町税条例

の一部を改正する条例の件は原案のとおり

可決されました。 
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◎ 議案第７２号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１３ 議案

第７２号平成１０年７月９日１０日・８月

２８日の大雨災害による被災者に対する町

民税の減免に関する条例及び平成１０年７

月９日１０日・８月２８日の大雨災害によ

る被災者に対する国民健康保険税の減免に

関する条例を廃止する条例の件を議題とし

ます。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

住民・出納課長 金澤眞澄君。 

○住民・出納課長（金澤眞澄君） 議案書

５３ページをお願いいたします。 

ただいま議題となりました、議案第７２

号、平成１０年７月９日１０日・８月２８

日の大雨災害による被災者に対する町民税

の減免に関する条例及び平成１０年７月９

日１０日・８月２８日の大雨災害による被

災者に対する国民健康保険税の減免に関す

る条例を廃止する条例につきまして、提案

理由の御説明を申し上げます。 

このたびの改正は、平成１０年の災害発

生から２７年が経過し、該当する被災者も

不在であることから、本条例を廃止するも

のでございます。 

附則としまして、この条例は、公布の日

から施行することといたしております。 

以上で提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

１０番進藤晴子君。 

○１０番（進藤晴子君） すいません。条

例を廃止する条例というのが私初めてなの

で、ちょっと御質問させていただきます。 

今、対象の方がもうお亡くなりになって

いますのでという御説明がありましたけれ

ども、どういうふうになったら条例を廃止

するのでしょうか。その時期ですね。 

一つ一つの条例によって違うと思うので

すが、この条例に関してもう少し詳しく御

説明頂けますでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 住民・出納課長。 

○住民・出納課長（金澤眞澄君） この減

免条例なのですけれども、平成１０年度の

住民税・国保税の減免について、農業所得

に関する減免について規定したものであり

まして、本来であれば、この該当者がいな

くなった時に速やかに廃止する必要があっ

たのですけども、そちらのほうを失念して

いたというか、遅れていたということでご

ざいます。 

○議長（髙橋秀樹君） １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 対象者がいなく

なったっていうのは、亡くなられたという

意味でしょうか。 

それとも農業を廃止された、離農された

ということでしょうか。 

ちょっとその辺が曖昧なので御説明お願

いします。 

○議長（髙橋秀樹君） 住民・出納課長。 

○住民・出納課長（金澤眞澄君） 申し訳

ありません。平成１０年度の改正なので、

遡って、平成１０年度まで減免する必要性

がなくなった、することができなかったと

いうことでございますね。 

○議長（髙橋秀樹君） １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） すいません。私

の理解ではですね、要は減免するという条

例でした、減免するような状況でなくなっ

た時点でこの条例は廃止することだった、

というふうにとらえてよろしいでしょう

か。 

分かりました。ありがとうございます。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ
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ります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第７２号平成１０年７月

９日１０日・８月２８日の大雨災害による

被災者に対する町民税の減免に関する条例

及び平成１０年７月９日１０日・８月２８

日の大雨災害による被災者に対する国民健

康保険税の減免に関する条例を廃止する条

例の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第７２号平成１０年７

月９日１０日・８月２８日の大雨災害によ

る被災者に対する町民税の減免に関する条

例及び平成１０年７月９日１０日・８月２

８日の大雨災害による被災者に対する国民

健康保険税の減免に関する条例を廃止する

条例の件は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 議案第７３号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１４ 議案

第７３号足寄町立特別養護老人ホーム設置

条例の一部を改正する条例の件を議題とし

ます。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

高齢者支援課長 林俊英君。 

○高齢者支援課長（林俊英君） 議案書の

５５ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第７３

号足寄町立特別養護老人ホーム設置条例の

一部を改正する条例の提案理由について御

説明申し上げます。 

まず、改正の理由でございますが、現在

の足寄町立特別養護老人ホームが老朽化に

より本年度移転新築することとしておりま

すが、施設の位置や入所定員、また、介護

保険法によるサービスの指定権者が変更に

なるなどの理由により、改正するものでご

ざいます。 

次に、改正の主な内容でございます。 

５８ページからの新旧対照表をお開き願

います。 

まず、第２条第２号中、「西町９丁目２

番地３１」を「北４条１丁目１７番地１」

に改めておりまして、これは特養の新築移

転により、新施設の位置が変更となること

で改正するものであります。 

第３条の改正については、施設の入所定

員を５６人から４９人に改めております。 

第４条の改正については、対応する条文

等を改めるものであります。 

第５条の改正ですが、新しい特別養護老

人ホームが介護保険法の施設サービスから、

地域密着型サービスという形に変更となる

ことから、対応する条文を改めるものでご

ざいます。 

５６ページにお戻り願います。 

附則でございますが、この条例の施行日

については、現時点で新施設でのサービス

提供開始日を確定することができないため、

規則に委任するものであります。 

以上で提案理由の御説明とさせていただ

きますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって提案

理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

４番矢野利惠子君。 

○４番（矢野利惠子君） 入所定員を５６

人から４９人にすると少なくなってしまっ

て、町民が困らないのかなと。特別養護老

人ホームに入るには、本当に重度の人しか

入れなくなっている状態だって。昔は本当

に軽度の人も入っていたくらいだったのだ
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けれども、そんなに重度でなくてもひとり

暮らしが困難な人も結構町内にはいるの

で、その人たちも受入れられるということ

を考えたら、安易に減らしていいのかなと

いう疑問もわくのですけれども、その点で

は、実際現場ではどうなっているのかをお

聞きしたいと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長。 

○高齢者支援課長（林俊英君） 新しい施

設では４９人に減らしておりますが、こち

らにつきましては令和４年の１２月に特別

養護老人ホームの新築基本計画を策定しま

して、その中でも将来の高齢化人口の推計

と入所者推計を行って、特養の入居対象と

なります要介護３から５の方が２０４０年

頃までは一定数いるということで、その当

時の入所者数を勘案した上で、４９人とし

ておりまして、今後必要な入所者が入れな

くなるということはないものというふうな

ことで設定した定員となっております。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第７３号足寄町立特別養

護老人ホーム設置条例の一部を改正する条

例の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第７３号足寄町立特別

養護老人ホーム設置条例の一部を改正する

条例の件は原案のとおり可決されました。 

◎ 議案第７４号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１５ 議案

第７４号足寄町デイサービスセンター設置

及び管理に関する条例の制定についての件

を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

高齢者支援課長 林俊英君。 

○高齢者支援課長（林俊英君） 議案書の

６３ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第７４

号足寄町デイサービスセンター設置及び管

理に関する条例の制定について、提案理由

を御説明申し上げます。 

本条例は、本年度建設しております特別

養護老人ホームとあわせて整備を行うデイ

サービスセンターの設置及び管理に関する

条例を制定するものでございます。 

条例の内容について御説明申し上げます。 

まず第１条ですが、この条例の趣旨につ

いて規定しております。 

第２条は、本施設の設置目的についてそ

れぞれ規定しております。 

第３条は、本施設の名称を「足寄町デイ

サービスセンター」と称し、その位置を足

寄郡足寄町北４条１丁目１７番地１とする

ものでございます。 

第４条は本施設の利用定員を規定してお

り、現在の施設定員と同様の１８人と規定

しております。 

第５条では本施設で行う事業内容につい

て規定し、第６条から第１１条までは利用

対象者、利用の申込及び利用の承認、利用

権譲渡等の禁止、利用の制限と、原状回復

の義務について規定しております。 

第１２条は利用料等について、第１３条

において利用料等の還付について、第１４

条において損害賠償についてそれぞれ規定

しております。 

第１５条は本施設を指定管理者に管理を

行わせることができる規定、第１６条では

指定管理者の業務について規定しており、
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同条第２項において利用料等を指定管理者

の収入として収受させることができるもの

と規定しております。 

また、同条第６項において、第１２条に

規定する利用料等の額について、指定管理

者は町長と協議し承認を得なければならな

いとしております。 

第１７条は指定管理者の原状回復義務に

ついて、第１８条は委任について規定して

おります。 

附則第１項の条例施行期日ですが、現時

点で新施設でのサービス提供開始日を確定

することができないため、規則に委任する

ものであります。 

なお、附則第２項に規定する指定管理の

準備行為につきましては、条例施行前でも

行うことができる規定としております。 

以上でございますが、本条例制定後には

指定管理者の選定等の手続を開始し、今後、

指定管理者の指定について議会に提案をさ

せていただく予定でありますので、御理解

賜りますようお願い申し上げ、提案理由の

御説明とさせていただきます。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

４番矢野利惠子君。 

○４番（矢野利惠子君） デイサービスセ

ンターを指定管理者に委託していくという

ことは、将来的には特別養護老人ホームの

ほうも指定管理に委託していくというふう

な計画を持っているのかどうかを聞きたい

と思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長。 

○高齢者支援課長（林俊英君） 特別養護

老人ホームについて将来指定管理者にする

かどうかというお話ですが、今のところ、

そのことについては考えておりません。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで討論を終わります。 

ただいま議題となっております、議案第

７４号足寄町デイサービスセンター設置及

び管理に関する条例の制定についての件

は、文教厚生常任委員会に付託し、会期中

の審査とすることにしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって議案第７４号足寄町デイサー

ビスセンター設置及び管理に関する条例の

制定についての件は、文教厚生常任委員会

に付託し、会期中の審査とすることに決定

いたしました。 

なお、本件は会期中の休憩中に審査の上、

報告を願います。 

 

◎ 議案第７５号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１６ 議案

第７５号足寄町障害者地域生活支援事業条

例の一部を改正する条例の件を議題としま

す。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

こども・健康課長 石川建祐君。 

○こども・健康課長（石川建祐君） 議案

書６７ページ、差し替えをお願いしたもの

になります。 

ただいま議題となりました、議案第７５

号足寄町障害者地域生活支援事業条例の一

部を改正する条例について、提案理由の御

説明を申し上げます。 

本条例の改正につきましては、対象者に
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関して障害者の日常生活及び社会生活を総

合的に支援するための法律第４条に規定す

る障害者と障害児となっておりますが、適

用の範囲を広げ、ヤングケアラーなど障害

とは言えない児童について、地域生活支援

が必要な場面が出てくることが予想されて

おり、そういった児童について適応させる

状況に対応できるよう、町長が特に必要と

認めた１８歳未満の者を追加し、所要の改

正を行うものでございます。 

改正内容について申し上げます。 

改め文の朗読を省略させていただき、新

旧対照表にて御説明いたします。 

６８ページをお開きください。 

第４条、対象者は次の各号に掲げるもの

とするとし、改正前の第１項を第１号、第

２項を第２号とし、文言を整理し、第３号

「その他町長が特に必要と認めた１８歳未

満の者」を加えております。 

６７ページにお戻りください。 

附則におきまして、この条例は公布の日

から施行することとしております。 

以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって提案

理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

１０番進藤晴子君。 

○１０番（進藤晴子君） 御質問させてい

ただきます。 

今障害者の施設のところを、対象を拡大

するということで、大変よいことだと思う

のですが、実際ヤングケアラーとおっしゃ

いました、ヤングケアラーがここでどのよ

うに対応して、そういう子たちがどのよう

にここで対応していくのか、もうちょっと

私の中でちょっとまだ理解できませんけど

も、そのほかにどういう子供たち、１８歳

以下の子たちを考えてらっしゃるのか、教

えていただけますか。 

○議長（髙橋秀樹君） こども・健康課長。 

○こども・健康課長（石川建祐君） 想定

しているのが、ヤングケアラーのほかに虐

待とか、ネグレクトとか、そういった子供

たちを一時的に面倒を見られるような形を

想定しております。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第７５号足寄町障害者地

域生活支援事業条例の一部を改正する条例

の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第７５号足寄町障害者

地域生活支援事業条例の一部を改正する条

例の件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎ 請願第２号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１７ 請願

第２号国内農業を犠牲としない日米関税交

渉などを求める請願書の件を議題とします。 

ただいま議題となっております、請願第

２号国内農業を犠牲としない日米関税交渉

などを求める請願書の件は、総務産業常任

委員会に付託し、会期中の審査とすること

にしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 
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したがって、請願第２号国内農業を犠牲

としない日米関税交渉などを求める請願書

の件は、総務産業常任委員会に付託し、会

期中の審査とすることに決定いたしました。 

なお、本件は会期中の休憩中に審査の上、

報告を願います。 

 

◎ 意見書案第２号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１８ 意見

書案第２号地方財政の充実・強化に関する

意見書の件を議題とします。 

本件については、条例第６５条第３項の

規定により、提案理由の説明を省略いたし

ます。 

ただいま議題となっております、意見書

案第２号地方財政の充実・強化に関する意

見書の件は、総務産業常任委員会に付託し、

会期中の審査にすることにしたいと思いま

す。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、意見書案第２号地方財政の

充実・強化に関する意見書の件は総務産業

常任委員会に付託し、会期中の審査とする

ことに決定いたしました。 

なお、本件は会期中の休会中に審査の上、

報告を願います。 

 

◎ 意見書案第３号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１９ 意見

書案第３号義務教育費国庫負担制度堅持・

負担率１／２への復元など教育予算拡充と

ゆたかな学びを求める意見書の件を議題と

いたします。 

本件については、条例第６５条第３項の

規定により、提案理由の説明を省略いたし

ます。 

ただいま議題となっております、意見書

案第３号義務教育費国庫負担制度堅持・負

担率１／２への復元など教育予算拡充とゆ

たかな学びを求める意見書の件は文教厚生

常任委員会に付託し、会期中の審査とする

ことにしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、意見書案第３号義務教育費

国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元

など教育予算拡充とゆたかな学びを求める

意見書の件は、文教厚生常任委員会に付託

することに決定いたしました。 

なお、本件は会期中の休会中に審査の上、

報告を願います。 

 

◎ 意見書案第４号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第２０ 意見

書案第４号従来の健康保険証の廃止を撤回

し、発行再開と継続を求める意見書の件を

議題とします。 

本件については、条例第６５条第３項の

規定により、提案理由の説明を省略いたし

ます。 

ただいま議題となっております、意見書

案第４号従来の健康保険証の廃止を撤回し、

発行再開と継続を求める意見書の件は、文

教厚生常任委員会に付託し、会期中の審査

とすることにしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、意見書案第４号従来の健康

保険証の廃止を撤回し、発行再開と継続を

求める意見書の件は、文教厚生常任委員会

に付託することに決定いたしました。 

なお、本件は会期中の休会中に審査の上、

報告を願います。 

 

◎ 散会宣告 

○議長（髙橋秀樹君） 以上で、本日の日

程は全部終了いたしました。 
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本日は、これで散会をいたします。 

次回の会議は、６月１６日午前１０時よ

り開会いたします。 

大変御苦労さまでございます。 

 

 

 

 

午前１１時４５分 散会 

 


